
（１）市民意向調査結果
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③ 定住意向
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アンケート調査結果

○「結城市に住み続けたい」が大半を占めています。

○一方，2014 年度（平成 26 年度）と比べると，定住意向のある人がやや減少しています。

○調査期間： 2019 年（令和元年）９月２日（月）～９月 30日（月）

○調査対象： 満 18歳以上の市民 3,000 人（無作為抽出）

○調査方法： 郵送による配布・回収

○回収結果： 配布数 3,000票 ／ 回収数 1,277 票（回収率 42.6％）

○結城市を「住みやすいまち」と考えている人が大半を占めています。

○一方，2014 年度（平成 26 年度）と比べると，「住みやすいまち」と考えている人がやや減

少しています。 



④ 結城市の長所

41.2

40.3

34.8

27.2

18.8

14.6

13.4

13.3

9.9

9.0

6.0

4.0

2.6

0.6

0.6

5.7

0 20 40 60

１．自然環境に恵まれていること

２．公害が少なく生活環境が優れていること

３．買い物などの生活利便性が高いこと

４．結城紬などの伝統産業があること

５．歴史的な遺産や史跡に恵まれていること

６．近所付き合いなど人間関係がよいこと

７．道路・上下水道などが整備されていること

８．通勤・通学に便利であること

９．防災・防犯などの安全性が高いこと

10．結城という名前やイメージ

11．スポーツ・文化の施設や機会に恵まれていること

12．医療・福祉体制の水準が高いこと

13．子育て環境が充実していること

14．ＮＰＯ・ボランティア活動が盛んなこと

15．教育環境が充実していること

16．その他

（％）

⑤ 結城市の将来像
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１．子どもや高齢者が暮らしやすく安心できるまち

２．防災・防犯体制が整った安全なまち

３．騒音など公害のない，静かで清潔なまち

４．商業・サービス施設が充実した便利なまち

５．歴史や伝統をいかした風格のあるまち

６．産業が盛んで就労の場の多いまち

７．道路・公園など都市基盤が整備されたまち

８．自然環境をいかしたまち

９．子育てがしやすいまち

10．市外の人が多く訪れるにぎわいのあるまち

11．住民の結びつきが強い，人情味のあるまち

12．文化・芸術水準が高いゆとりあるまち

13．市民がまちづくりに参加しやすいまち

14．その他

（％）
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○結城市の長所を「自然環境」と捉える人が最も多くなっています。

○また，「生活環境」，「買い物などの生活利便性」などの日常の生活環境や，「結城紬などの伝統

産業」，「歴史的な遺産や史跡」などの歴史・文化・伝統に一定の評価をしている人も多くなっ

ていますが，子育て・教育環境への評価は非常に低くなっています。

○「子どもや高齢者が暮らしやすく安心できるまち」が特に多くなっていますが，結城市の長所

として「医療・福祉体制の水準」や「子育て環境」を挙げる人は少なかったことから，今後は，

子育て支援・高齢者福祉を充実させることが課題になると考えられます。

○また，2014 年度（平成 26 年度）から「商業・サービス施設が充実した便利なまち」が順位

を上げており，市民の期待が高まっていると考えられます。

※［ ］内の数字は，「第５次結城市総合計画後
期基本計画」における「市民 3,000 人アンケ
ート調査結果」（2014 年度（平成 26 年度））の

順位



⑥ 保健・福祉施策においての優先事項
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１．休日・救急医療体制の充実

２．高齢者福祉の充実

３．介護支援サービスの充実

４．心と体の健康づくりの推進

５．高齢者の生きがいづくりの充実

６．子育て支援体制の充実

７．公的医療保険制度の適正な運営

８．生活保障の充実

９．児童虐待の防止

10．保健予防の充実

11．子どもの貧困対策の充実

12．障害者福祉の充実

13．保育所や保育サービスの充実

14．介護予防の推進

15．地域福祉の拠点やネットワークの充実

16．福祉ボランティア等の人材育成

17．学童クラブ施設の充実

18．母子・父子福祉の充実

19．その他

（％）

○「休日・救急医療体制の充実」が最も多くなっています。

○また，「高齢者福祉の充実」や，「介護支援サービスの充実」，「心と体の健康づくりの推進」，「高

齢者の生きがいづくりの充実」，「子育て支援体制の充実」なども上位を占めています。

○これらのことから，医療体制の充実，高齢者福祉・介護支援サービスの充実，子育て支援体制

の充実とともに，医療・介護に頼らない元気な高齢者を増やすため，生涯にわたって健康に暮

らせる環境の整備が課題になると考えられます。



⑦ 都市・環境施策においての優先事項
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１．公共交通機関の充実

２．生活道路の改善

３．防犯対策の充実

４．安全・安心な歩道整備やバリアフリー化

５．計画的な市街地の整備

６．防災対策の充実

７．消防・救急体制の強化

８．不法投棄の防止や地域環境の美化

９．上下水道の整備

10．幹線道路の整備

11．公園・緑地等の整備

12．交通安全対策の推進

13．ごみの減量化とリサイクルの推進

14．地球温暖化対策の強化

15．雨水・排水対策の充実

16．良好な住宅地の整備

17．良好な景観の形成

18．消費者被害の防止や相談の充実

19．その他

（％）

○「公共交通機関の充実」や「生活道路の改善」などが多く挙げられており，市民の足となる公

共交通機関の充実や，生活に身近な道路の整備が課題になると考えられます。

○また，「防犯対策の充実」や「安全・安心な歩道整備やバリアフリー化」，「防災対策の充実」，「消

防・救急体制の強化」なども多く挙げられており，誰もが安心・安全に暮らせるまちづくりを

推進することが求められています。



⑧ 産業振興施策においての優先事項
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１．結城駅周辺の商業地の活性化

２．本場結城紬など伝統産業の保存，活用

３．地産地消の推進

４．工業団地への企業誘致の促進

５．大型店の立地や幹線道路沿道の商業振興

６．農業後継者の育成

７．特産品の開発とブランド化

８．優良農地の保全や耕作放棄地対策の推進

９．地域資源を活用した観光の振興

10．イベントの開催と観光情報の発信

11．市内企業への支援

12．商業を支える人材や起業家の育成

13．農業経営の集団化など生産体制の整備

14．新たな産業拠点の整備

15．その他

（％）

○「結城駅周辺の商業地の活性化」が特に多く，結城市の顔となる中心市街地の活性化に対する

関心の高さがうかがえます。

○また，「結城紬など伝統産業の保存，活用」も多くなっており，結城市の魅力や特色として，ユ

ネスコ無形文化遺産に登録された結城紬等の伝統産業への市民の期待が高まっていると考えら

れます。 



⑨ 教育・文化施策においての優先事項
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１．学校教育の内容や体制の充実

２．青少年の健全な育成

３．学校施設の充実

４．不登校児童・生徒への支援体制の充実

５．郷土の文化財の保存と活用

６．図書館や公民館の機能充実

７．芸術文化を楽しむ機会の充実

８．生涯学習の充実

９．スポーツ・レクリエーション施設の充実

10．スポーツ・レクリエーション活動やイベントの充実

11．地域に根ざした教育の推進

12．人権を尊重したまちづくりの推進

13．国際化に対応したまちづくりの推進

14．姉妹都市や友好都市との地域間交流の促進

15．男女共同参画社会の実現

16．その他

（％）

○「学校教育の内容や体制の充実」が最も多く，「青少年の健全な育成」や「学校施設の充実」，「不

登校児童・生徒への支援体制の充実」なども多くなっていることから，教育・文化施策の中で

も，子どもに関する施策を充実させていくことが課題になると考えられます。 



⑩ 行政サービスの水準と負担について
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１．市民サービスが充実するなら，市民の負担が

多少増えることもやむを得ない

２．市民の負担も，市民サービスも

現状で充分である

３．サービスを受ける人が負担する「受益者

負担」の考え方を強化すべきだ

４．ＮＰＯや市民団体を，行政サービスの

担い手として育成・支援すべきだ

５．その他

（％）

⑪ 行財政運営に望むこと

37.6

37.5

32.4

24.6

24.0

23.8

21.6

21.1

19.8

12.4

2.0

0 20 40 60

１．情報公開など行政の透明化

２．市民と行政が協働で進めるまちづくりの推進

３．コンビニ交付など窓口サービスの多様化

４．健全な財政運営のための自主財源の確保

５．事務の効率化や計画的な事業の執行

６．民間で実績を持つ人材の登用，活用

７．公共施設の適正配置・集約化

８．公共施設の計画的な改修・更新

９．周辺市町との広域連携の推進

10．行政サービスの民間委託の推進

11．その他

（％）

○「市民の負担も，市民サービスも現状で充分である」が最も多く，現状の行政サービスに一定

の評価が得られていると考えられます。

○「情報公開など行政の透明化」と「市民と行政が協働で進めるまちづくりの推進」が共に多く，

市民と行政の双方向の関係を強化させていくことが課題になると考えられます。

○また，「コンビニ交付など窓口サービスの多様化」も多くなっていることから，市民のニーズに

合わせた窓口の多様化を図ることが求められています。



⑫ 結城市のまちづくりの満足度と重要度
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１．保健・医療対策

２．災害（地震・火災・水害等）からの安全性

３．健康増進センターや医療機関の充実

４．暴力や犯罪等からの安全性

５．歩行者・自転車・自動車の交通安全対策

６．日常の買い物等の生活の便利さ

７．下水道や雨水排水の処理

８．子育て環境（保育所，子育て支援施設等．の充実

９．ゴミの収集やリサイクル対策

10．身近な生活道路の使いやすさ

11．鉄道・バスなどの公共交通機関の便利さ

12．高齢者・障害者福祉施設の充実

13．道路や施設のバリアフリー化

14．騒音，振動，悪臭などの公害対策

15．広域的な幹線道路の使いやすさ

16．学校教育や青少年の健全育成

17．市民サービスなど行政窓口の充実

18．市庁舎の利便性の高さ

19．省エネ，再エネの推進などの地球温暖化対策

20．街並み・景観の美しさ

21．まちのにぎわい

22．緑地や公園の緑，川などの水の豊かさ

23．文化遺産・伝統芸能の保存継承

24．図書館，体育館などの文化・スポーツ施設の充実

25．公園・広場などの利用しやすさ

26．生涯学習や文化・スポーツ活動への参加の機会

27．自治会などの地域コミュニティ活動の機会

28．北部に多く残る見世蔵等の歴史資源の活用

29．ＮＰＯなどのボランティア活動の機会

30．国際交流の機会
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※［ ］内の数字は，「第５次結城市総合計画後期
基本計画」における「市民 3,000 人アンケート調
査結果」（2014 年度（平成 26 年度））の重要度の

順位

○重要度では，「保健・医療・健康増進」や，「防災・防犯」，「交通安全」，「買い物・交通環境」，

「子育て環境」などが高くなっています。また，前計画策定時の調査結果と比べて「交通安全

対策」や「下水道や雨水排水の処理」は順位が上がっており，より重要性が高まっています。

○「公共交通機関の便利さ」，「まちのにぎわい」，「交通安全対策」，「バリアフリー化」などは，

重要度が高いにも関わらず満足度が低くなっており，特に課題になると考えられます。



⑬ 今後５年間に重点を置いたほうが良いと思う施策

47.3

40.3

29.9

26.5

23.9

19.2

18.5

17.7

16.5

16.1

15.7

15.0

13.4

11.0

10.9

10.8

10.5

10.4

10.1

9.7

8.9

8.7

8.5

7.3

7.1

6.0

5.6

5.6

4.4

4.4

4.2

4.0

3.9

3.6

3.5

2.2

2.1

2.1

1.5

1.2

1.3

0 20 40 60

１．高齢者福祉

２．医療

３．子育て支援

４．市街地の活性化

５．生活道路の整備

６．健康づくり

７．防犯対策

８．公共交通の整備

９．雇用促進

10．農業の振興

11．上・下水道の整備

12．学校教育

13．消防・防災対策

14．結城紬等の地場産業の振興

15．商業の振興

16．幹線道路の整備

17．障害者福祉

18．地球温暖化対策

19．工業の振興

20．児童福祉

21．交通安全対策

22．観光の振興

23．移住・定住促進

24．行財政改革の推進

25．緑地・公園の整備

26．見世蔵等を活用した歴史ゾーンの整備

27．土地区画整理事業の推進

28．環境衛生対策

29．生涯学習・文化活動の推進

30．公共施設の更新

31．地域コミュニティづくり

32．スポーツ・レクリエーション活動

33．市政への市民参加の推進

34．母子・父子福祉

35．家庭・地域の教育

36．公営住宅の整備

37．ＮＰＯ・ボランティアの支援

38．国際交流・都市間交流

39．男女共同参画の推進

40．ＩＣＴの推進

41．その他

（％）

※［ ］内の数字は，「第５次結城市総合計画後
期基本計画」における「市民 3,000 人アンケ

ート調査結果」（2014 年度（平成 26 年度））の
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○「高齢者福祉」や「医療」が前回と同様に特に多く，「子育て支援」や「市街地の活性化」，「生

活道路の整備」も上位にあることから，今後も重要な課題になると考えられます。

○また，「防犯対策」，「公共交通の整備」などが前回よりも順位を上げており，市民の期待や関心

が高まっていると考えられます。



⑭ 調査結果のまとめ

【住みやすさ・定住意向】 

○ 結城市が住みやすく，これからも住み続けたいと考える人が多いものの，若年層では，ずっ

と住み続けたいと考える人が少なくなっています。

○ 住みやすい理由として「自分の土地や家があるから」，住み続けたい理由として「現在の仕事

があるから」が多く，転居したい理由として，若年層では，「希望する仕事がないから」，「通

勤・通学に不便だから」の回答が多くなっています。

○ これらのことから，若い世代の定住を促進するための雇用環境や通勤・通学の利便性の向上

が課題になると考えられます。

【結城市の長所・将来像】 

○ 結城市の良いところを「自然環境に恵まれていること」，「公害が少なく生活環境が優れてい

ること」と考える人が多くなっていますが，『住みにくい』と感じている人では，「買い物な

どの生活利便性が高いこと」が特に評価が低くなっています。

○ 結城市の将来像として，全世代で「子どもや高齢者が暮らしやすく安心できるまち」と考え

る人が多く，若年層では「商業・サービス施設が充実した便利なまち」と考える人が多くな

っています。

○ これらのことから，子どもや高齢者が安心して暮らせるまちづくりや，若い世代のニーズに

即した買い物利便性の向上が課題になると考えられます。

【保健・福祉分野の優先事項】 

○ 保健・福祉では，「休日・救急医療体制の充実」の回答が多いものの，若年層では，「子育て

支援体制の充実」，「保育所や保育サービスの充実」の回答が多く，高齢層では，「高齢者福祉

の充実」，「介護支援サービスの充実」，「高齢者の生きがいづくりの充実」の回答が多くなっ

ています。

○ これらのことから，若い世代に対する子育てに関する施策の充実や，高齢者に対する高齢者

福祉・介護に関する施策の充実などが課題になると考えられます。

【都市・環境の優先事項】 

○ 都市・環境では，「公共交通機関の充実」，「生活道路の改善」，「防犯対策の充実」の回答が多く

なっています。

○ これらのことから，道路・交通網の利便性とともに，防犯等の安全性の確保が課題になると

考えられます。

【産業振興の優先事項】 

○ 産業振興では，「結城駅周辺の商業地の活性化」，「本場結城紬など伝統産業の保存，活用」の

回答が全年代で多く，30歳代や『住みにくい』と感じる人では「大型店の立地や幹線道路沿

道の商業振興」の回答が多くなっています。

○ これらのことから，結城駅周辺の商業地や伝統産業等の既存の地域資源と，大型店や幹線道

路沿道の商業とのバランスの取れた活性化が課題になると考えられます。



【教育・文化の優先事項】 

○ 教育・文化では，「学校教育の内容や体制の充実」，「青少年の健全な育成」，「学校施設の充実」

の回答が多くなっています。特に，若年層では，子育て世代が多く，学校教育や学校施設へ

の関心が高い傾向にあります。

○ これらのことから，学校教育や学校施設など，子どもの教育環境の充実が課題になると考え

られます。

【自治・行財政運営の優先事項】 

○ 市政情報の伝達状況では，若い世代や農村部を中心に「市政情報が伝わっていない」という

回答が多くなっています。また，その伝達手段では，若年層は「ＳＮＳ」，高齢層は「広報紙」

を活用する人が多い傾向にあります。

○ 『住みにくい』と感じている人は，「情報が伝わっていない」という回答が多くなっています。 

○ 行政サービスの水準と負担では，「市民の負担も，市民サービスも現状で充分である」という

回答が多く，現状の行政サービスの水準と負担に一定の評価を得ていると考えられます。

○ 今後の行財政運営に望むことでは，「情報公開など行政の透明化」，「市民と行政が協働で進め

るまちづくりの推進」が多くなっていますが，若年層や『住みにくい』と感じる人では，「コ

ンビニ交付など窓口サービスの多様化」の回答が多くなっています。

○ これらのことから，世代や地域特性を考慮した情報伝達や窓口サービスの充実が課題になる

と考えられます。

【まちづくりの満足度と重要度・今後のまちづくり】 

○ 満足度の平均値では，「鉄道・バスなどの公共交通機関の便利さ」，「まちのにぎわい」などが

低くなっています。また，上山川地区，山川地区，江川地区では，全体と比べて満足度が低

い傾向にあり，『住みにくい』と感じている人では，全体と比べて道路・交通や買い物の利便

性の満足度が低くなっています。

○ 重要度の平均値では，「保健・医療対策」，「災害からの安全性」，「健康増進センターや医療機

関の充実」など，保健・医療・健康や災害に関するものが高くなっています。また，若年層

では，全体と比べて「子育て環境の充実」が高く，『住みにくい』と感じる人は，『住みやす

い』と比べて「文化遺産・伝統芸能の保存継承」も高くなっています。

○ 今後のまちづくりでは，「高齢者福祉」，「医療」の回答が多く，若年層では，「子育て支援」，

「学校教育」に関する回答も多くなっています。また，『住みにくい』と感じる人では，『住

みやすい』と比べて「生活道路の整備」，「公共交通の整備」の回答も多くなっています。

○ これらのことから，世代や地域特性に考慮しつつ，道路・交通や買い物，高齢者福祉，保健・

医療・健康，防災，子育て・学校教育，文化遺産・伝統芸能に関する施策の充実などが重要

になると考えられます。 



（２）ホームページによるアンケート調査結果

① 調査概要

② 定住意向
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③ 結城市の将来像
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N = 70

○調査期間： 2019年（令和元年）10月１日（火）～2020年（令和２年）１月16日（木） 

○調査方法： 結城市ホームページでの公開・受付

○回収結果： 回収数 70 票

○「子どもや高齢者が暮らしやすく安心できるまち」と考える人が最も多くなっています。

○結城市を「住みやすいまち」と考えている人が大半を占めています。

○また，「結城市に住みたい（住み続けたい）理由」は「住み慣れたから・生まれ育ったから・愛

着があるから」，「交通利便性・周辺へのアクセス性が良いから」などが多く，「市外に住みたい

理由」は，「魅力がないから・活気がないから」，「公共交通等の交通利便性が良くないから」が

多くなっています。



④ 今後５年間での重点施策
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○「子育て支援」が半数近くを占め，最も多くなっています。



⑤ 調査結果のまとめ

【属性】 

○ ホームページによる調査は，若年層の割合が高くなっており，市民意向調査よりも若い世代

の意向が反映されていると考えられます。

【定住意向】 

○ 定住意向は，これからも住み続けたいと考える人が多いものの，市民意向調査よりもずっと

住み続けたいと考える人がやや少なくなっています。

○ 住みたい（住み続けたい）理由として「住み慣れたから・生まれ育ったから・愛着があるか

ら」や「交通利便性・周辺へのアクセス性が良いから」などの回答が多く，結城市に長く住

んでいることと，日常生活における一定の交通利便性が確保されていることが背景にあると

考えられます。

○ 一方，市外に住みたい理由として，「魅力や活気がないから」，「公共交通等の交通利便性が良

くないから」が多く，地域の活性化やにぎわいの創出，公共交通の充実などが課題になると

考えられます。

【結城市の将来像】 

○ 結城市の将来像として，市民意向調査と同様に「子どもや高齢者が暮らしやすく安心できる

まち」と考える人が多く，子どもや高齢者が安心して暮らせるまちづくりが課題になると考

えられます。

【今後５年間での重点施策】 

○ 今後のまちづくりとして，「子育て支援」の回答が最も多いことから，若い世代のニーズに即

した子育てに関する施策の充実などが重要になると考えられます。




